
「
台
湾
精
選
印
即
躙

2
0
0
 
9
年
に
故
郷
に
設
置
さ
れ
る
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
▼
許
氏

紅
茶
」
と
書
か
れ
た
缶
か
ま
で
は
無
名
だ
っ
た
▼
旧
制
沼
田
中
は
台
湾
の
産
業
基
盤
を
整
備
し
た
日

ら
茶
葉
を
取
り
、
急
須
に
（
現
沼
田
高
）
か
ら
北
海
道
帝
国
大
に
本
人
を
顕
彰
し
、
胸
像
を
製
作
し
て

入
れ
て
湯
を
注
ぐ
。
少
し
進
み
、
卒
業
後
、
台
湾
に
渡
っ
た
。
い
る
。
新
渡
戸
稲
造
（
製
糖
）
や
八
田
'

蒸
ら
し
て
か
ら
飲
む
と
、
そ
こ
で
古
里
に
似
た
日
月
渾
湖
周
辺
与
一
（
ダ
ム
建
設
）
‘
浜
野
弥
四
郎
（
上

香
り
と
ま
ろ
や
か
な
味
わ
が
紅
茶
栽
培
に
適
す
る
と
確
信
し
下
水
道
整
備
）
ら
と
と
も
に
台
湾
紅

い
が
広
が
っ
た
▼
紅
茶
は
、
沼
田
市
た
。
紅
茶
試
験
支
所
の
設
立
に
関
わ
茶
の
産
業
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
貢

利

町

の
薗
原
湖
畔
で
開
か
れ
た
地
り
、
品
種
改
良
を
進
め
た
9

缶
に
記
献
し
た
新
井
が
選
ば
れ
た
▼
群
馬
地

元
出
身
の
農
業
技
師
、
新
井
耕
吉
郎
さ
れ
た
「
台
茶
18号
」
は
、
生
涯
を
か

／
域
学
研
究
所
の
手
島
仁
さ
ん
は
「
新

(
1
9
0
4
S
4
6年
）
の
胸
像
移
転
け
て
改
良
し
た
品
種
名
だ
▼
老
神
温
井
の
よ
う
な
名
も
な
き
日
本
人
が
台

．
瞼
式
で
配
ら
れ
た
。
新
井
は
日
泉
観
光
協
会
や
地
域
住
民
ら
が
顕
彰
湾
の
近
代
化
を
支
え
た
」
と
話
す
。

本
統
治
下
の
台
湾
で
紅
茶
栽
培
の
礎
会
設
立
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
薗
原
湖
畔
は
ち
ょ
う
ど
新
緑
が
ま
ぶ

30

を
築
い
た
。
だ
が
台
湾
の
実
業
家
・

ーる
。
業
績
を
後
世
に
伝
え
、
台
湾
と
し
い
時
季
。
紅
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
砂

許
文
龍
氏
か
ら
胸
像
が
寄
贈
さ
れ
、
の
交
流
や
台
湾
紅
茶
を
生
か
し
た
地
偉
大
な
先
人
に
思
い
を
は
せ
た
い
。
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天
雇
芹
¢
創
辻
も
貝
込
ま
れ
、

冨
塚
基
輔
町
長
は
「
着
々
と
計

画
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
車
『
は

し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

＼

（
寺
島
努
）

きょうの

左の靴と

®嘉=~
／方不明になっ六
＝千葉県成田甘
る子ども用の削

た。 28日に見て
じメーカーで、・1

靴下の片方も貝
方の靴と靴下¢
数信の範囲内で
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